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論　　文　　の　　要　　旨
　梅雨前線帯は春から夏にかけ東アジアに東西にのびる明らかな帯状降雨帯である。本論文は1969～
ユ973年皇5．6；7月の気象衛星写真を用い、梅雨前線帯にっいて雲分布の面から研究したもあで
ある。研究の内容は次の3つに分けられる。すなわち里（1）気象衛星写真にみられる雲分布はどのよ
うな擾乱によってもたらされたものか，（ii）毎日の雲分布を適当な期間平均することにより，梅雨前
線帯に対応して雲域がどのように時聞的および場所的に変動を示すか，（iii）雲域から降水量を推定す
ることがどの程度可能なのかの諸点について調査した。それらの結果を要約すると次のようになる。
ユ）雲量の時間変化には、4～6日周期と15日周期の卓越していることがスペクトル解析の結果か
ら判明した。前者は総観規模（シノプティックスケール）の低気圧、後者は上層の切離低気圧に対
応するものである。
2）5日平均雲量の時間変化から東アジアは6月から7月上旬にかけて雲量が大きくなること、申
国が日本よりも雲量の時間変化が大きいこと、梅雨前線帯に対応する極大雲域は時間とともに北上
すること，極大雲域は亜熱帯ジェット気流に対応すること呈さらに上層の切離低気圧が日本に近づ
くと極大雲域の面積と雲量はともに大きくなるなどの諸点が明らかになった。
3）実測の月降雨量と月雲量との間には。きわめて高い相関関係が認められる。そこで月雲量と月
平均露点温度から観測値の得られない地域の月降雨量の推定を行ない里東アジア全域の指定月降水
一46一
量分布図を作成した。250m㎜／月以上の降雨域が5月に申国南部から台湾にかけて出現し、季節とと
もに北上し，7月には申国北部から朝鮮半島を経て東日本に至る地域に到達する。250㎜／月の降雨
域の面積，雨量ともに申国が日本よりも大である。雲量50％の雲域と250竈。m／月の降雨域は大体にお
いて一致する。しかし極大降雨域は極大雨域の南に位置する。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文は、次の3点に特色があり、気候学1気象学分野における新しい知見をえたものである。
すなわち、（i）気象衛星が撮影した写真の解析は，従釆、1－2年分にっいてまとめたものが若干発
表されているに過ぎない。この研究のように5年分について統計的に整理した研究はなかった。し
したがってヨこの研究では年による変動がきわめて大きい梅雨季の雲分布について、平年の状態を
とらえることができた。（ii梅雨季の雲分布の研究は。従来は地上カ）ら観測したいわゆる“雲量”に
ついての統計気侯学的研究か，総観気象学的なケーススタディしかなかった。この研究によって。
東アジアに特有な梅雨現象が雲分布の面から初めて詳しくとらえられた。ξi縦釆、海洋における降
水量分布はその観測の困難さから極めて不正確にしかわかっていなかった。気象衛星写真を使って。
海洋における降水量分布を推定することは、地球上の水収支研究の必要上から学界が多年望んでい
たところであった。本論文はこの期待に答えた最初の論文である。
　以上のような特色あるこの研究は。気象衛星写真を解析する新しい研究枝術を取り入れ呈梅雨季
の雲分布の新しい事実を明らかにしたばかりでなく、広大な海洋面における降水量分布が推定可能
となるなどの新しい成果をえた点で高く評価されるもので、学界に多大な成果をもたらした。
　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められる。
一47一
